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カンと藤蔓で筏を組んでいた（写真 2）。昭和 18 年
以前からカン筏は存在したということになる。大正
9 年頃まで約 2000～3000 乗の流筏数が、漸次減少







































































われていた（本ニューズレター第 4 号参照）。 
[4]藤田叔民「近世木材流通史の研究」（新生社）1973 年
P104 第 10 表参照。 




衰史」（林業経済研究所）1974 年 P30 参照。 









表 1：1 乗あたりに使用される藤蔓・ネソ数（単位：本） 
～1 連 11 本の木材で 12 連の筏を組んだ場合～ 
 材 連組 連繋ぎ 幅木 舵 かせ木 計
カン筏 藤蔓 24 36 14 8 35 117









亀岡 FS 研究員 河原林洋 
 




























































    特定研究員 近藤紀章 
 
1．概要について 



























































































■第 33 回 定例研究会 
１．日時：平成 23 年 3 月 31 日（木）16:00～19:00 
２．場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
















































































2011 年 7 月には、地域の子供に大川の環境を知っ
てもらうため、子供に
の主催で行う予定です。また、2011 年 8 月には、
立命館守山高等学校が水環境調査で提携している
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